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海外進出（バンコク）企業現地調査　計画

目的：SIPS活動目的（注）の一環として、国内で海外と取引を行っている企業、および
海外に進出して現地企業と取引をおこなっている企業を対象に、グローバル・サプ
ライチェーンのための情報基盤の現状とニーズの調査を行う。
今回は昨年度のバンコク調査に続き2回目となり、次の重点テーマでヒアリングを
行う。
1 グローバル・サプライチェーン構築における現地ITビジネス展開の可能性。
2 次年度予定の現地実証実験の環境調査と現地企業への参加依頼。
（注）我が国の企業が海外との取引、または海外への進出において、日本と対象
国のサプライチェーン情報基盤の相互運用性を確保することにより、相互
の企業にとってサプライチェーンの安全性と効率化を図り、日本を含む取
引関係各国が形成する経済産業ネットワークの構築により、国際経済社会
の成長を牽引することを目的とする。
　　ヒアリング日程：
12月2日午前：豊通ネットワークインテグレーション（バンコク市内）
12月2日午後：ダイワカセイ（アユタヤ）
12月3日午前：日東電工マテックス（チョンブリ）
12月3日午後：センコー・ロジスティックス（チャチャーンサオ）
		NTTデータ（バンコク市内）
12月4日午前：シャープ（バンコク市内）
12月4日午後：シャープ・マニファクチャリング（ナコンバトム）
　　調査員：
	データアプリケーション：藤野、大澤
	中央ビジネス研究所：小沢、伊藤
	SIPS：菅又
　　ヒアリング項目：
· タイにおける事業の概要
· 商習慣、法制度の考慮点
· ITによる情報交換（メール、WEB、EDI）の課題
· 機器・ソフトウェア・LAN環境等の調達
· インターネット、VAN/ASPの利用環境
· システム運用・サポート等サービスの状況
· EDIのニーズとレディネス
· EDI導入時の考慮点
· EDI関連サービスの将来性に対するご見解
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